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脂腺機能亢進ハ ム ス タ ー （病態モ デル ）の作製並びに病態
モ デル の 脂腺に対する黄連及び塩化ベ ル ベ リンの 作用
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【目的1尋常性痙瘡や脂漏性皮膚炎な ど の疾患に は 皮膚の 脂腺機能の 亢進が 知 られ て い

る。一般的 に漢方薬は病 的状態 に お い て特 に 効果 を発揮す る こ と か ら、今回 、 ア ン ドロ

ゲ ン を皮下 投与して 脂腺機能を亢進 させ た病態モ デ ル を作製 した 。 病態モ デ ル の 作製 と

同時に黄連 または塩化 ベ ル ベ リ ン を耳介皮膚 に経皮投与し、脂腺機能が 亢進 した耳介の

脂腺 に 対す る黄連と塩化 ベ ル ベ リ ン の 抑制作用に つ い て、脂質合成の 測定試験 を実施 し

た 。 病態モ デ ル に 関する実測値 、 並び に黄連 と塩化 ベ ル ベ リ ン の 作用 に つ い て 報告する 。

【方法1　（1 ＞被験溶液 ：1．5％黄連 エ キ ス 末 エ タ ノ ール 溶液、O．3％ 塩化 ベ ル ベ リ ン エ

タ ノ ー
ル 溶液　（2 ）実験動物 ：雌性シ リア ン ゴール デ ン ハ ム ス タ

ー
（8週齢〉を予備飼

育 3週間の 後、試験 に供した 。　（3 ）ア ン ドロ ゲ ン の 皮下投与法 ：プ ロ ピオ ン 酸テ ス ト

ス テ ロ ン 80 μ g を試験開始 日か ら 1 日お きに 2 週間投与 した
。　（4 ＞被験溶液の経皮投

与法 ：右耳介に被験溶液 0．1ml を試験開始 日か ら 1 日 2 回 2 週間投与 した 。 左耳介に は

コ ン トロ
ー

ル と して エ タ ノ ール 0．1ml を同様に投与した 。　（5 ）脂質合成の 測定試験 ：

  2 週間処置 した ハ ム ス ター耳介皮膚 を生検 して 、標識物質（
’ 4C 一酢酸）を含有する試験

培養液で 6 時間器官培養 した 。   表皮 と真皮 （脂腺）を剥離 して 、各々 に取込 まれた放射

能量 を測定 した 。   コ ン トロ ール （左耳介）と比 較 して 放射能量 の 減少分 を脂腺機能 の

抑制作用の指標 とした 。

【結果！病態モ デ ル の耳介脂腺 につ い ては、標識物質の 取込み 量 （放射能量）が 著し く

増加 し、脂腺 の 上 面投影面積 も大 きくな っ て い る こ とを確認 した 。 また、被験溶液を投

与する こ とで耳介脂腺の 標識物質の 取込 み量が抑制 され る傾向が認め られた 。

【考察】今回作製した病態モ デ ル は脂腺機能の 亢進モ デ ル として活用で きる こ とが確認

され た 。 また、in　vitro 試験系で は 黄連及 び 塩化 ベ ル ベ リ ン は脂腺の脂質合成抑制作用

を有す る こ とを確 認 して お り
1 ）

、今回 の 結果か ら 、 漢方生薬 の 黄連及び そ の 主成 分で あ

る ベ ル ベ リ ン （当該試験で は塩化 ベ ル ベ リ ン を使用）は、脂腺機能が 亢進 した ハ ム ス タ

ーを用 い た in　viVO 試験に お い て も脂腺機能に対 し て抑制作用 を有する と推定 された。

　　　1 ）　 和漢医薬学会雑誌 11（4），298−301（1994）．
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